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本
日
、
こ
こ
に
平
成
21
年
美
郷

町
議
会
第
１
回
定
例
会
を
招
集
い

た
し
ま
し
て
、
平
成
21
年
度
美

郷
町
一
般
会
計
予
算
案
並
び
に
各

特
別
会
計
予
算
案
及
び
各
関
連
議

案
の
御
審
査
を
お
願
い
す
る
に
当

た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

　
さ
て
、
美
郷
町
が
誕
生
し
、
４

年
目
と
な
る
平
成
21
年
度
は
、

町
の
基
礎
作
り
の
集
大
成
を
図
る

年
度
で
あ
り
、
初
代
町
長
の
私
と

し
て
も
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
３
か
年
を
顧
み
る
に
、

町
民
と
の
対
話
を
積
極
的
に
重
ね
、

協
調
を
図
り
な
が
ら
、「
活
力
に

充
ち
、
思
い
や
り
と
優
し
さ
に
包

ま
れ
、
次
世
代
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
美
郷
町
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
日
夜
邁
進
し

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
着

実
に
町
政
運
営
の
基
盤
が
築
か
れ

た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。�

　
節
目
の
年
度
と
な
る
新
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実
績
を
踏
ま
え
、

３
区
の
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
活

用
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
町
民

が
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
笑
顔
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
美
郷
町
づ

く
り
に
向
け
て
町
政
運
営
を
図
っ

て
行
く
つ
も
り
で
す
。�

　
平
成
21
年
度
の
国
の
地
方
財
政

対
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
収
入

や
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国

税
収
入
の
伸
び
の
鈍
化
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
、
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
国
の
歳
出
予
算
と

歩
み
を
一
に
し
て
、
定
員
の
純
減

や
給
与
構
造
改
革
等
に
よ
る
給
与

関
係
経
費
、
地
方
単
独
事
業
費
の

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
地
方
へ
の
対
応
と
し
て
、「
生

活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
を

踏
ま
え
、
地
方
交
付
税
を
1
兆

円
増
額
す
る
等
、
地
方
財
政
計
画

に
お
い
て
国
民
生
活
の
不
安
解
消

と
地
域
雇
用
の
維
持
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
適
切
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
国
の
情
勢
の
中
で
、

地
方
に
対
す
る
「
自
立
と
再
生
」

へ
の
流
れ
は
一
段
と
加
速
し
て
い
く

と
み
ら
れ
、
平
成
21
年
度
美
郷

町
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
行

政
の
ス
リ
ム
化
を
含
む
財
政
健
全

化
を
堅
持
し
な
が
ら
、
過
去
３
年

間
の
行
財
政
運
営
の
あ
り
方
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
均
衡
あ
る
町

の
発
展
と
、
町
民
福
祉
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
、
重
点

的
に
配
分
す
る
編
成
方
針
を
示
し
、

実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
政
府
は
世
界
的
な
景

気
後
退
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
べ

く
「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
」
経
費
を
地
方
交
付
税
の
特
別

枠
と
し
て
「
１
兆
円
」
を
追
加
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
国
庫
及
び

県
負
担
金
と
税
源
移
譲
と
の
乖
離

は
大
き
く
、
大
幅
増
は
望
め
ま
せ

ん
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
平
成
２１
年
度
町

予
算
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
職

員
の
意
識
改
革
を
推
し
進
め
、
時

代
の
要
求
に
即
応
で
き
る
柔
軟
か

つ
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

町
民
主
体
の
行
財
政
運
営
に
最
大

限
の
努
力
を
払
う
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。�

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
歳
入
面
で

は
、
景
気
後
退
に
伴
な
い
町
税
の

大
幅
な
伸
び
は
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
限
ら
れ
た
国
、
県
の
制
度

事
業
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

地
方
債
に
つ
い
て
も
「
町
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
き
償
還
額

の
一
部
が
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
有
利

な
地
方
債
を
選
択
す
る
等
、
創
意
工

夫
を
以
て
財
源
の
確
保
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。�

　
ま
た
、
合
併
特
例
債
や
合
併
交
付

金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
事
業
の
効

果
を
慎
重
に
検
討
し
な
が
ら
、
将
来

に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
事
業
へ
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
運
用
す
る
方
針

で
あ
り
ま
す
。�

　
次
に
歳
出
面
で
は
、
町
総
合
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
た
新
し
い
ま
ち
建
設

計
画
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
し
、
３

区
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
色
と

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
、
行

政
の
効
率
化
に
よ
っ
て
財
源
確
保
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
　
�

　
特
に
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
と

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
か
ら
本
格
的
な
ハ
ー
ド
事
業
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
悲

願
で
あ
る
「
み
さ
と
ト
ン
ネ
ル
」
の

早
期
実
現
に
向
け
て
も
全
力
を
傾

注
す
る
所
存
で
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
平
成
21
年
度
は
、

情
報
通
信
基
盤
と
小
中
一
貫
教
育

環
境
の
整
備
経
費
、
町
民
の
一
体

感
を
醸
成
す
る
た
め
の
道
路
網
の

整
備
の
他
、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
福
祉
の
充
実
や
地
域

の
特
色
や
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
た
産
業
振
興
、
少
子
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
福
祉
施
策
、
町
民
の

暮
ら
し
の
安
定
を
図
る
た
め
の
経

済
対
策
、
健
康
保
持
増
進
を
図
る

た
め
の
保
健
医
療
対
策
、
生
涯
学

習
等
の
教
育
振
興
対
策
、
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
等
、
町
民

福
祉
の
充
実
を
図
る
諸
施
策
を
重

点
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。�
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平成21年４月（7）�

全長寺山門下供養塔�

　行政に対し、日ごろ感じていること、ご意見などを、
次の用紙（広報紙の点線部分を切り取り、郵便ハガキ
としてご利用できます。）に記入してお寄せください。�
　なお、お寄せいただいたご提言は、個人情報を除
いたうえで町報などに掲載し、公表する場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。�
�

　
２
月
12
日(

木)

に
第
３
回

美
郷
町
中
学
校
合
同
立
志
式

が
北
郷
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
生
徒
代

表
に
よ
る
決
意
表
明
や
、
立

志
の
誓
い
が
、
厳
粛
な
雰
囲

気
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
旭
化
成
株
式
会
社

延
岡
支
社
長
水
永
正
憲
氏
に

よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
実
体
験
を
交
え
て
分

か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
立
志
式
で
は
町
内

の
中
学
２
年
生
44
名(

南
郷
中

18
名
西
郷
中
15
名
北
郷
中
11

名)

が
大
人
へ
の
新
た
な
一
歩

を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。�

�

　
今
年
度
、
瑞
宝
單
光
章
を
受
章
さ
れ

た
西
郷
区
山
三
ヶ
の
吉
田
良
勝
さ
ん
と
、

旭
日
單
光
章
を
受
章
さ
れ
た
北
郷
区
宇

納
間
の
納
村
徳
さ
ん
に
、
３
月
５
日
、
役

場
議
場
に
お
い
て
町
民
栄
誉
章
の
授
与

を
行
い
ま
し
た
。�

　
吉
田
さ
ん
は
消
防
団
幹
部
と
し
て
、

納
村
さ
ん
は
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年

に
渡
る
消
防
活
動
や
地
方
自
治
の
発
展

と
住
民
福
祉
向
上
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
敬
意

と
感
謝
の
意
を
込
め
て
町
長
か
ら
町
民

栄
誉
章
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　町民憲章検討委員会では、美郷町の町づくりの基本理念である「豊かで　活力のある　安全・安心な　郷づく
り　～新しい力で築くオンリーワンのまち～」にふさわしい町民憲章の検討を重ね、３月１０日に次のとおり決定し
ました。�

　序章については、美郷町の自然風土、人間性を述べるとともに、美郷町総合計画の基本目標である郷づくりを
目指すべき将来像として表現しました。�
�
☆美しい心を育み、健康で笑顔あふれる家庭を築きましょう。�
　教育、健康、福祉の３本の柱を美しい心と笑顔溢れる家庭として表現しました。�

☆郷の薫りと自然を守り、活力ある産業を創りましょう。�
　美郷町の風土、自然を大切にするとともに、それを活かした基幹産業である農業の振興と今後期待される農商
工連携による産業の育成・創出を表現しました。�

☆町民としての誇りと自信をもち、ゆたかな文化を育てましょう。�
　美郷町の歴史、産業等を知ることで、故郷に誇りと自信をもち、連綿と受け継がれてきた文化を大切にし、新し
い文化を育てていくことを表現しました。�
�
�

　平成13年12月に「子どもの読書活動の推進に関す
る法律」が制定され、4月23日が「子ども読書の日」と
定められました。広く子どもの読書活動についての関
心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書
活動を行う意欲を高めるために設けられたものです。
そこで4月23日～5月12日は、「子どもの読書週間」に
なっています。子どもは、親や家族から絵本を読んで
もらうことやお話をしてもらうことが何よりの楽しみで
す。自分で読むことが出来る子は自分で、自分で読
めない子は保護者に読んでもらいましょう。声を出し
て本を読むことは広い部分の脳を使うので、私たち
大人もたまには音読してみたらいかがでしょうか。�

吉田良勝さん� 納村　徳さん�

平成21年４月（6）�

�

　
全
長
寺
山
門
下
、
石
段
の
南

側
に
建
立
さ
れ
た
こ
の
塔
は
、

凝
灰
岩
製
で
台
石
上
の
高
さ
が

１
メ
ー
ト
ル
20
セ
ン
チ
、
幅
64

セ
ン
チ
で
塔
面
の
中
央
に「
釈
月

常
光
禅
定
門
覚
霊
位
」、
右
側
に

「
寛
永
八
年
　
孝
子
」、
左
側
に

「
八
月
十
六
日
　
敬
白
」と
、
刻

銘
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
今
か
ら
３
７
０
年
以
上
も
前

に
建
立
さ
れ
た
大
変
貴
重
な

文
化
財
で
す�

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
会
）�

十
三�



平成21年４月（9）�
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平成21年４月（8）�

　春の行楽期を迎え、盗難事件や少
年非行等の増加、児童・生徒に対する
声かけ事案等の発生が懸念されるため、
４月１日（水）から４月１０日（金）までの間、
標記運動を実施します。                     �
　次のことを運動の重点に置き、各種
事件・事故を未然に防止し、地域の安全・
安心を町民全員で確保していきましょう。�
�
1.子どもの安全を守る活動                   �

2.二重ロックと防犯登録の推進によ
　る自転車の盗難防止                   �

3.「振り込め詐欺」など身近な詐欺事
　件の被害防止                   

　下記の２点につきまして、宮崎県道路交通法が改正となりましたので、十分気をつけてください。                       �

1 大音量でラジオ等を聞きながら車両を運転する行為の禁止 �
　大音量で又はイヤホーン等を使用してラジオ等を聞きながら車や自転車を�
運転する行為の禁止が規定されました。                     �
                       �
                       �
                       �
                       �

【罰則】   罰金５万円以下（自転車も処罰されます。）                    �
   反則金　○大型車7,000円　○普通車・二輪車6,000円　○原付車5,000円                    �
   行政処分点数　なし                    �

                       �
2 聴覚障害者標識を表示した自動車に対する幅寄せ等の禁止                     �
　補聴器条件者がワイドミラーと聴覚障害者標識に条件変更すれば、補聴器を外して運転することができるようにな
りましたが、この者が運転する普通乗用車に対する幅寄せ等の禁止が規定されました。                     

【罰則】   ５万円以下の罰金                      �
   反則金　○大型車7,000円　○普通車・二輪車6,000円　○小特車5,000円                      �
   行政処分点数　なし                      �

※10mで90デシベルの音とは、自動車の警音器をその前方約10mの位置で聞いた時の大きさ程度です。                         

　新入学児童等に対する交通ルールの理解と交通マナーの習慣付
けや、依然として多発している高齢者等交通弱者による交通事故に
的確に対処するため、「子どもの高齢者の交通事故防止」を基本に、
春の交通安全運動が行われます。                     �
　運動の期間は４月６日（月）から４月１５日（水）までの10日間です。町
民一人一人が交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣
付け、交通事故の発生を防ぎましょう。                     �
�
・運動の重点                     �

1 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの�
　正しい着用の徹底                   �

2 自転車の安全利用の推進                   �

3 飲酒運転の根絶                   �

4 交差点マナーアップの推進            �

5 セーフティエコドライブの推進               

　九州中央山地国定公園内の
中心部にある扇山（１，６６１ｍ）
はシャクナゲ、群生地として知
られています。昭和５４年の宮
崎国体山岳競技の会場として
使用されて以来、白岩山を結
ぶ縦断コースとして県内外の登山愛好者に親しまれ
ています。�
　山開き頃には見頃を迎えるシャクナゲの林を抜け
ると山頂です。頂上からは久住山、由布岳、祖母～
傾連山、大崩山、阿蘇山など九州の高山はほとんど
眺望することができます。新緑とシャクナゲの花が織
りなす癒しの風景を楽しんでみませんか。 �

●山開き日時：平成２１年５月１０日（日）　�
　　　　　　  ９：３０～ �

●場　　所：扇山松木側登山道入口�

●料　　金：無料 �

●登山祭り：正午から（記念品贈呈・宝探し） �

●解　　散：午後３時�

【お問合せ】�
椎葉村役場総務課商工観光係 �

1０９８２ - ６７ - ３２０３　�
�

　昨年から実施しております「いきいき温泉健康づくり
事業」は、１６才以上の美郷町民を対象に、１０枚綴り５
千円のところを町からの助成を差し引き３千円にて購
入できる制度です。�
　また身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の
方は、更に割引率を高くして1，500円で購入できますが、
本年４月からこの1,500円購入対象者に「購入日におい
て７５才以上の高齢者」も加えることになりました。�
　また新たに５枚綴り券も利用できるようになりました
ので、ぜひ御利用下さい。�

【利用の方法】�
　町民であることが証明できるものや生年月日
が確認できるもの（例：免許証や保険証等）を温
泉施設で提示して購入して下さい。なお、各種障
がい者の方は、その旨を証明できるもの（例：障
がい者手帳等）を提示して下さい。�
�

　工事・建築の契
約金額は、一般
的に高額な契約
となります。悪質
な訪問販売では、
往々にして訪問し
たその日のうちに
契約を締結する
よう迫ります。その契約金額が適正なものであるか、
また、その工事は本当に必要なものであるかを考え
る時間を与えません。契約を迫られてもその日のう
ちに契約することはやめて、家族や信頼の置ける施
工業者に相談するよう心掛けましょう。�
�
�
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�

【
歳
出
に
つ
い
て
④
】�

�

　
今
回
は
性
質
別
分
類
で｢

普
通
建
設
事

業
費｣

に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　「
普
通
建
設
事
業
費
」は
道
路
や
橋
り
ょ

う
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
新
増
設
等
の
建

設
事
業
に
支
出
さ
れ
る
経
費（
投
資
的
経

費
で
す
。
）の
こ
と
を
表
し
ま
す
。
　�

　
但
し
、
こ
の
費
目
は
工
事
請
負
に
係
る
直

接
的
な
経
費
だ
け
で
な
く
建
設
事
業
を
担

当
す
る
職
員
人
件
費
や
消
耗
品
費
、
電
話

料
等
、
工
事
を
行
う
上
で
必
要
な
事
務
費

も
事
業
費
に
含
ま
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
そ
の
他
に
も
１
件
の
購
入
金
額
が

１
０
０
万
円
以
上
の
品
物（
車
、
等
）や
役

場
か
ら
の
支
出
名
目
は
、
補
助
金
と
か
負

担
金
で
あ
っ
て
も
最
終
的
に
使
わ
れ
る
目

的
が
、
農
業
ハ
ウ
ス
と
か
牛
舎
等
の
よ
う
に

資
本
形
成
の
為
の
も
の
は
、
同
様
に「
普
通

建
設
事
業
費
」に
含
ま
れ
ま
す
。�

　
過
去
の
美
郷
町
の「
普
通
建
設
事
業
費
」

の
決
算
額
を
み
て
み
ま
す
と
平
成
19
年
度

が
16
億
８
，５
９
７
万
６
千
円
、
平
成
18
年

度
が
16
億
９
，２
７
２
万
４
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
金
額
は
町
税
収
入
の
2.7
倍
か
ら
3.0

倍
に
な
り
ま
す
。�

�

（1） 

国
民
健
康
保
険
へ
の�

　 

届
出
を
忘
れ
ず
に
！�

�

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
学
校
の

卒
業
、
会
社
へ
の
就
職
な
ど
、
異
動
の
多

い
季
節
で
す
。
異
動
に
伴
い
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
生
が
就
職
し
社
会
人

に
な
る
と
き
は
、
親（
扶
養
者
）か
ら
独

立
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。一
方
で
、
定
年
退
職

や
失
業
な
ど
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を

や
め
る
と
き
に
は
、
職
場
の
健
康
保
険

か
ら
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
脱
退
・

加
入
の
届
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。�

�

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き�

　
①
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

　
　
き（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

　
　
入
し
て
い
な
い
と
き
）�

　
②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

　
　
た
と
き�

　
③
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き�

　
④
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き�

����

●
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す

　
る
と
き�

　
①
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き（
職

　
　
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

　
　
い
な
い
と
き
）�

　
②
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し

　
　
た
と
き�

　
③
死
亡
し
た
と
き�

　
④
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

　
　                                         �

（2） 

所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！�

�

　
保
険
税
の
所
得
割
は
前
年
の
所
得
を

も
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
正
し
い

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
申
告
に
よ
っ
て
、
入
院
時
の
食
事
療

養
費
が
減
額
認
定
さ
れ
た
り
、
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
割
合
が
決
め
ら
れ
た

り
し
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
と
、
減

額
認
定
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
負
担
割

合
が
一
番
高
い
ラ
ン
ク
に
な
っ
た
り
す
る

な
ど
、
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
例
え
所
得
が

無
い
と
か
少
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
申

告
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

その11 　
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
多
子
世

帯
の
子
育
て
負
担
に
対
す
る「
生
活
対

策
」の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

定
額
給
付
金
と
は
別
の
支
給
と
な
り
ま

す
。
支
給
対
象
と
な
る
子
及
び
支
給
額

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

　
平
成
20
年
度
に
お
い
て
小
学
校
就

学
前
３
年
に
属
す
る
子
、
す
な
わ
ち
、

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
り
、

そ
の
子
が
第
２
子
以
降
で
あ
る
児
童
が

対
象
と
な
り
ま
す
。�

※
第
２
子
以
降
の
判
定
は
高
校
卒
業

18
歳（
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
）を
基

準
と
し
ま
す
。
例
え
ば
第
１
子
が
18
歳

以
上
で
あ
れ
ば
第
２
子
が
対
象
年
齢
で

あ
っ
て
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

※
平
成
21
年
２
月
１
日
時
点
で
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と�

※
外
国
人
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と（
不
法
滞
在
者
・
短
期
滞
在
者
は

対
象
外
）�

�

支
給
額
・・
支
給
対
象
児
童
１
人
に
つ
き�

　
３
６
，０
０
０
円�

申
請
手
続
・・
該
当
世
帯
に
は
申
請
書

を
す
で
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
の
に
申
請
書
が
届

か
な
い
場
合
や
第
１
子
が
学
校
の
寄
宿

舎
等
に
入
舎
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
、

子
育
て
応
援
特
別
の
支
給
要
件
は
満
た
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
上
は

当
該
子
の
親
の
世
帯
に
１
子
し
か
子
が
い
な
い
と
表
記
さ
れ
て
い
る
場

合
等
は
本
所
福
祉
保
健
課
又
は
支
所
福
祉
保
健
課
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。�

�【
問
合
せ
先
】　�

本
所
福
祉
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
66 - 

３
６
０
４�

南
郷
支
所
福
祉
保
健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）　
1
68 - 

４
０
７
０�

西
郷
支
所
福
祉
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
　
1
66 - 

３
６
１
０�

北
郷
支
所
福
祉
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
　
1
62 - 

６
２
０
２�

��

　
美
郷
町
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完

全
移
行
へ
の
対
策
と
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
整
備
を
実
現
す
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
拡
張
を
核
と
す
る
情
報
通
信
基
盤

施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
今
回
は
住
民
説
明
会
等
で
ご
質
問
の
あ

り
ま
し
た
事
項
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。�

�

　
事
業
で
整
備
す
る
範
囲
は
？�

�

　
事
業
で
は
、
各
家
屋
の
軒
先
に
設
置
す

る
屋
外
成
端
箱（
Ｖ-

Ｏ
Ｎ
Ｕ
）ま
で
整
備
予

定
で
す
。�

�

　
宅
内
工
事
と
は
？�

�

　
各
家
庭
に
お
い
て
は
宅
内
配
線
等
の
改

修
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
の
宅
内
工
事（
改
修
）は
個
人
負
担
で
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。�

�

　
い
つ
ま
で
に
す
れ
ば
い
い
の
？�

�

　
各
世
帯
へ
の
引
き
込
み
は
、
22
年
度
工
事

で
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
工
事
に
合

わ
せ
て
対
応
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
２
０
１
１

年
７
月
24
日
ま
で
は
引
き
続
き
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。�

�

�

　
整
備
後
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
？�

�

　
町
で
は
、
基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
次

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。�

　�
������

　
ま
た
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
方
は
、
民
間
と
の
有
料
契
約

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
ま
す
。�

������� ����

　
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
所

企
画
情
報
課
情
報
電
算
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
　
　
1
６
６ - 

３
６
０
３�

�
�

【
基
本
サ
ー
ビ
ス
】�

★
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
県
内
４
波
）�

★
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送（
10 

波
）�

★
自
主
放
送（
美
郷
町
制
作
）�

�【
民
間
サ
ー
ビ
ス
】※
個
別
契
約�

★
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送�

　
・
熊
本
放
送（
２
波
）�

　
・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送（
３２ 

波
）�

�

★
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
・
ス
ピ
ー
ド
別
メ
ニ
ュ
ー�

�
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受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

受動喫煙とは・・・�
　たばこを吸わない人が、いろいろな場所で、自分の意志とは関係なく、たばこの煙を吸わされていることをいいます。�
　たばこに火のついた状態では、そのたばこの煙を喫煙者が吸い込む「主流煙」と、火のついた部分から立ち上る「副流煙」
があります。受動喫煙の被害を受ける者は、喫煙者がたばこの煙を吐き出して汚れた空気を吸い込むことと、たばこの火か
ら立ち上る「副流煙」を吸い込むこととを余儀なくされています。受動喫煙は涙が出る、鼻がつまる、頭痛がするなどの原因
となるほか、呼吸や心拍にも悪影響を及ぼすといわれています。癌研究機関では、発癌の危険性を強く指摘しているほか、
たばこを吸わない妊婦も受動喫煙により低体重児を出産する率が高まるという研究報告もあります。対策としては、「屋内
禁煙」「排気装置を使った分煙」などがあげられます。�
�

健康増進法第25条・・・　学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店その他の多数の者が利用
する施設を管理する者は、これらを利用する者について、受動喫煙（室内又はこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされることを

いう。）を防止するために必要な措置を講ずるように努めなければならない。�

　一昨年、10～20歳代を中心とした年齢層で麻しんが流行し、多くの学校が休校の処置をとるなど社会的な問題
となりました。そこで、麻疹と風疹の定期予防接種対象が、第1期（1歳児）、第2期（小学校入学前年度の1年間にあ
たる児）に加え、平成20年4月から5年間、第3期（中学1年生相当世代）、第4期（高校3年生相当世代）の人が、新
たに予防接種対象者になりました。�
�
　≪今年度の対象者≫�
　・第3期：平成8年4月2日～平成9年4月1日生（中学1年生）�
　・第4期：平成3年4月2日～平成4年4月1日生（高校3年生）�
�
　麻疹は感染力が非常に強く、重症な場合には肺炎や脳炎を合併することもある病
気です。風疹は、妊娠早期にかかると先天性風疹症候群と呼ばれる病気により、心臓
病、白内障、聴力障害などの障害をもった赤ちゃんが生まれる可能性があります。特に、乳児や成人では重篤に
なりやすいので注意が必要です。自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも予防接
種は有効です。予防接種を受けたことがない人はもちろん、１回受けたことがある人も２回目の予防接種を受けま
しょう。�
　住民票が美郷町にある対象者には後日、案内文書と問診表を郵送します。その他、予防接種に関するご質問・
ご相談は、各区の保健師までご連絡ください。�
�

　2月の生活習慣病予防週間に伴い健康標語の募集をした
ところ、今年は、321名の方にご応募いただきました。�
　審査の結果、次の方々の標語が選ばれましたのでお知ら
せいたします。入賞しなかった作品も、どれもすばらしいも
のばかりでした。�
　応募してくださったみなさん、ありがとうございました。�
�

※入賞された方には賞状と記念品を、参加された方には参
加賞を後日贈呈いたします。�
�

　日本では、「未成年者飲酒禁止法」により、
20歳未満の者の飲酒は禁止されています。
成長過程にある未成年者の飲酒は、単に、
法律により禁止されているだけではなく、大
変なリスクを伴うものです。未成年者の飲酒
防止を徹底するため、毎年4月は「未成年者
飲酒防止強調月間」と定められました。�
�
未成年者がお酒を飲むと･･･�

・ 脳の機能を低下させる恐れがあります。�

・ 肝臓などの臓器に障害をおこしやすくな�
  ります。�

・ 性ホルモンに影響が出る恐れがあります。�

・ アルコール依存症になりやすくなります。�
　�
　しかし、近年では、子供たちの生活にお酒
が入ってきています。未成年者の飲酒を防
止するために、家庭や地域において、「未成
年者が、なぜお酒を飲んではいけないのか。」
をしっかりと説明し、飲酒をさせないよう注
意していきましょう。�
　また、私たち大人も、20歳以上だからとい
って、いくらでも飲んでいいというものでもあ
りません。お酒に強い人、弱い人、色 い々ます。
お酒の強要をすることはいけませんし、毎日
大量の飲酒をしていては体を壊してしまいま
す。1週間に1～2日は休肝日を設け、楽しく
お酒と付き合っていきましょう。�
�



平成21年４月（14）�平成21年４月（15）�

　４月１日から、ごみの分別方法と
収集日程を、一部変更いたします。�
　これによりまして、既に実施して
いる西郷区、北郷区と同じ分別収
集となります。�
　詳細につきましては、２月末に各
家庭に配布してあります「平成２１
年度ごみ及び資源物収集計画表」
と「平成２１年度ごみ等収集日程表」
をご覧いただき、正しい分別方法
で各地区の定められた日に出して
ください。�
　なお、４月からコンポストカーの
廃車により生ごみの収集については、
燃えるごみで出していただくことに
なりますが、町としてもごみ減量化
の観点から婦人会が推進していま
すご家庭での堆肥化を推奨してい
ます。�
　５月には婦人会と連携して「家庭
でできる生ごみコンポスト」の研修
会も予定しています。詳細は広報５
月号で改めてお知らせいたします。�
　ご不明な点、お問い合わせにつ
きましては、南郷支所福祉保健課
町民生活担当までご連絡ください。�
1５９ - １６０２�
�

　５月から開講し、年間１８回行なわれた韓国
語講座が、２月１８日に修了を迎えました。�
今年度は、２３名が修了することが出来ました。
国際交流員の林美愛（イムミエ）さんも、昨年
以上に講座に熱を入れ、講座を追加してくれ
たりと、受講生皆さんを楽しませてくれました。
韓国料理実習では、キムパﾌ（゚韓国のりまき）
とチャﾌﾟチェ（雑菜）作りに皆さんで挑戦しま
した。�
　来年度も５月に開講しますので、是非西郷区・
北郷区の皆さんも楽しく韓国の事を学びませ
んか。�
�

　
平
成
21
年
２
月
21
日（
土
）南
郷
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
、
南
郷
区
在
住
の„
70
歳
以
上
一
人
暮
し

高
齢
者
１
２
８
名
“を
対
象
に
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
一
人
暮
し
の
方
々
に
外
出
や
交
流
の

機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
益
々

お
元
気
で
暮
し
て
頂
き
た
い
と
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
の
補
助
を
受
け
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
参
加
者
83
名
は
、
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

あ
で
や
か
な
舞
踊
に
見
入
っ
た
り
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
健
康
体
操
紹
介
で
は
、一
緒
に
体
を
動
か
さ
れ

た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
又
、
南
郷

区
の
駐
在
所
長
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
・
詐
欺
注

意
の
講
話
に
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と「
又

元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
」の
言
葉
を
残
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。�

　
大
盛
況
の
影
で
参
加
の
取
り
ま
と
め
か
ら
当
日

の
支
援
ま
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
民
生
委
員

さ
ん
、
快
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
芸
能
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

　
今
回
で
12
回
目
を
数
え
る「
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
in
百
済
の
里
」が
３
月
１
日（
日
）南
郷
区

神
門
の
南
郷
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
春
の

兆
し
の
見
え
る
穏
や
か
な
天
気
と
な
り
、
遠

く
は
埼
玉
県
、
上
は
80
歳
ま
で
の
ラ
ン
ナ
ー

６
９
０
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
暖
か
な
日
差
し

の
百
済
路
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。�

　
レ
ー
ス
は
２
Ｋ
・
３
Ｋ
・
５
Ｋ
・
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
で
の
10
部
門
、
年
齢
別
36
種
目
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
記
録
を
狙
う
ラ
ン
ナ
ー
、
マ

イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
走
る
ラ
ン
ナ
ー

と
そ
れ
ぞ
れ
熱
の
こ
も
っ
た
走
り
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
は
東
国

原
英
夫
宮
崎
県
知
事
が
登
場
！
知
事
の
走

り
に
、
会
場
内
は
も
ち
ろ
ん
、
沿
道
で
も
多

く
の
声
援
が
送
ら
れ
た
よ
う
で
す
。�

　
閉
会
式
終
了
後
に
は「
特
別
抽
選
会
」を

開
催
！
韓
国
往
復
航
空
券
・
32
型
液
晶
テ
レ

ビ
な
ど
が
あ
た
る
こ
の
抽
選
に
一
喜
一
憂
、
最

後
ま
で
楽
し
ん
で
南
郷
を
あ
と
に
し
た
ラ
ン

ナ
ー
の
皆
さ
ん
で
し
た
。�

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
給

水
・
沿
道
の
旗
立
て
等
の
各
自
治
公
民
館
の

皆
さ
ん
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
競
技
役
員
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
沿
道
に
て
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ

い
た
町
民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。�

��

12

　
３
月
１
日（
日
）に

開
催
さ
れ
た
美
郷
町

南
郷
ふ
る
さ
と
山
づ

く
り
植
樹
祭
に
合
わ
せ
、

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
主
催
の

エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー
１
５
０
名
が
来
町
、
南
郷
区

の
西
の
正
倉
院
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
見

学
し
、
百
済
の
館
前
で
は
南
郷
中
学
校
２
年

生
１８
名
に
よ
る
サ
ム
ル
ノ
リ
演
奏
を
楽
し
み

ま
し
た
。�

　
東
国
原
知
事
も
参
加
し
、�

　
美
郷
町
南
郷
ふ
る
さ
と
山
づ
く
り
植
樹
祭
が
３
月
１
日

（
日
）、
南
郷
区
恋
人
の
丘
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

外
か
ら
約
５
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
山
の
斜

面
約
２
．３
１
ｈａ
に
山
桜
や
モ
ミ
ジ
な
ど
約
２
５
０
０
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
植
樹
祭
は
、
美
郷
町
南
郷
ふ
る
さ
と

山
づ
く
り
実
行
委
員
会
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ラ
イ
フ
＆
リ
バ
ー（
理
事
長
大

森
仁
史
）が
、
植
栽
未
栽
地
解
消
と

地
域
活
性
化
の
た
め
に
行
っ
た
も
の

で
、
今
後
は
恋
人
の
丘
周
辺
約
５０�
ｈａ

に
山
桜
や
モ
ミ
ジ
な
ど
を
植
樹
し
桜

の
名
所
に
し
て
い
く
計
画
で
す
。�

開会式で知事あいさつ� 山の斜面に桜の苗を植栽�

記念植樹をする知事�

植樹祭を手伝ってくれた�
「桜むすめ」の皆さん�

「恋人の丘」野外ステージ�
での開会式�



平成21年４月（16）�平成21年４月（17）�

�

�

　
西
郷
区
の
一
番
西
に
位
置
す
る『
上
区
』に
約

三
百
本
の
桜
の
名
所
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
標
高
八
百
メ
ー

ト
ル
の
高
い
所
に
あ
る
こ
と
と
ま
だ
木
が
小
さ

か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
桜
は
、
菊
田
守

氏
の
所
有
す
る
地
に
平
成
５
年
、
郷
土
の
歌
人

小
野
葉
桜
に
ち
な
ん
で
進
め
た
、
桜
植
栽
５
０

０
０
本
運
動
の
一
環
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。
標
高
が
高
い
た
め
、
満
開
時
期
が
区
内
の

国
道
沿
い
の
桜
よ
り
約
１
週
間
か
ら
10
日
間
遅

れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
地
元
で
は
、
毎
年
テ
ン
グ
ス
病
の
除
去
や
除

草
を
行
っ
て
い
る
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
花
見
を

実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
な
か
な
か
複
雑
で
わ
か
り
づ
ら
い
場
所
で
す

が
、
天
気
の
良
い
日
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
も
４
月
上
旬
が
満
開
で
し
ょ
う
。
展
望
は

抜
群
で
す
よ
。�

（
平
成
16
年
全
国
植
樹
表
彰
を
受
け
る
。
）�

��
　
２
月
26�
日（
木
）に
高
齢
者
学
級「
御

田
の
里
学
園
」で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
行

い
ま
し
た
。�

　
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で

し
た
の
で
、
マ
ウ
ス
の
扱
い
方
か
ら
始

ま
り
文
字
入
力
へ
と
進
み
、
ず
ら
り
と

文
字
が
並
ん
だ
キ
ー
ボ
ー
ド
の
打
ち

込
み
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
最
後
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
体
験
し
、「
こ
れ
な
ら
出
来
そ
う

だ
」と
意
欲
的
な
声
が
出
て
い
ま
し
た
。�

��

　
西
郷
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
ク
ラ
ブ
結
成
26
年
目

を
迎
え
田
代
小
学
校
児
童
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
３
村
合
併
後
は
北
郷
小
学
校
の
児
童
も
加
入

し
て
い
ま
す
。�

　
活
動
の
拠
点
は
、
和
田
若
宮
地
区
農
村
広
場
で
練

習
を
行
い
、
日
向
支
部
の
軟
式
野
球
連
盟
に
加
入
し

て
、
年
間
８
〜
９
大
会
の
試
合
に
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
野
球
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
ら
、
気
軽
に
練
習
に

参
加
し
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
練
習
日
は
、
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
15
分
、
日
曜

日
午
前
９
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。�

監
督
　
　
尾
畑
　
英
幸��

　
３
月
７
日（
土
）か
ら
８
日（
日
）に
か
け
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
・
体
験
ツ
ア
ー

「
御
田
祭
の
里
体
験
物
語
　
春
の
章
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
、
本
町
に
宿
泊
滞
在
し
な
が

ら
、
作
業
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
中
山
間
地

域
の
大
切
さ
や
魅
力
を
再
発
見
し
、
都
市

住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
宮
崎
市
か
ら
13
名
が
参

加
し
ま
し
た
。�

  

初
日
７
日
は
、
き
ん
か
ん
収
穫
体
験
や
権

現
山
の
中
腹
に
あ
る
田
代
神
社
へ
の
登
山
と

参
拝
、
お
せ
り
の
滝
の
散
策
や
民
話
伝
承
館

で
民
話
に
も
ふ
れ
ま
し
た
。  

　
　�

　
二
日
目
は
、
仁
窯
で
陶
芸
教
室
を
行
い
、

藤
本
仁
氏
の
指
導
に
よ
り
陶
器
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
、
二
日
間
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
美
郷
の
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。�

�

　
去
る
２
月
20
日（
金
）に
延
岡
市
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
た
３
月
期
子
牛
郡
共
進
会

に
於
い
て
、
新
本
祐
希
さ
ん
が
生
産
し
た

雌
子
牛「
み
さ
と
ふ
く
13
号
」が
優
等
賞
３

席
を
、
藤
川
史
郎
一
さ
ん
が
生
産
し
た
去

勢
牛「
福
平
号
」が
同
じ
く
優
等
賞
３
席
を

受
賞
し
ま
し
た
。�

　
新
本
さ
ん
に
お
い
て
は
、
１
月
期
の
去

勢
牛
に
続
き
今
年
２
度
目
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
藤
川
さ
ん
に
お
い
て
も
郡

共
進
会
の
常
連
で
あ
り
、
常
に
発
育
良
好

な
素
晴
ら
し
い
子
牛
を
生
産
さ
れ
る
方
で

久
し
ぶ
り
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。�

　
両
者
に
対
し
祝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
御
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。�

�

「ここ押すとよ、ここ！」�
�
�

「いっしょに野球をしよう」�

雌
牛
優
等
賞
の
新
本
祐
希
さ
ん�

　「
早
々
今
年
の
目
標
を
達
成
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。北
郷
区
の
早
瀬
さ
ん
ど
う
も
す
い
ま
せ

ん
。」�

去
勢
牛
優
等
賞
の
藤
川
さ
ん
夫
婦�

�「
い
つ
も
二
人
仲
良
く
牛
を
飼
っ
て
ま
す
。」�

�

お
ん
だ�

田代神社へ登山（原生林が迎えてくれます）�

おせりの滝を散策�

仁窯で陶器づくり�

田代神社からの眺め�

田代神社へ到着�

きんかん収穫を体験（実の大きさ甘さにびっくり）�
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２
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
て「
宇
納
間
地
蔵
尊
大
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
火
災
を
鎮
め
る「
火
伏
せ
地
蔵
」と
し
て
県
内
外
か
ら
多

く
の
参
拝
客
を
集
め
る
お
祭
り
で
す
が
、
今
年
は
平
日
に
も

関
わ
ら
ず
３
日
間
で
お
よ
そ
２
万
３
千
人
の
参
拝
者
で
賑
い

ま
し
た
。�

　
18
日
と
19
日
に
は
北
郷
商
工
会
青
年
部（
山
本
英
次
部
長
）

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
国
際
大
学
の

エ
イ
サ
ー
グ
ル
ー
プ「
鼓
衆
シ
ン
カ
」と
エ
イ
サ
ー
グ
ル
ー
プ

「
絆
」に
よ
る
エ
イ
サ
ー
舞
踊
や
、
火
伏
せ
ち
ん
ど
ん
５
人
衆

に
よ
る
ち
ん
ど
ん
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
拝
に
訪
れ
た
お
客
さ

ん
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

�

　
昭
和
59
年
６

月
の
赴
任
以
来
、

25
年
間
に
渡
り

北
郷
区
の
医
療
や

地
域
住
民
の
健

康
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
横
山
永
子

先
生
が
こ
の
３
月
を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
、
北
郷

区
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
横
山
先
生
か
ら
、
北
郷
区
の
み
な
さ
ん

へ
と
お
手
紙
を
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
の
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。
横
山
先
生
か
ら
み
な
さ
ん
へ

の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
ど
う
ぞ
お
読
み
く

だ
さ
い
。�

�

　
25
年
前
の
北
郷
は
外
灯
も
な
く
夜
は
真
っ

暗
、
道
路
は
蛇
行
。
研
修
２
年
目
で
実
力
も
な

く
人
口
２
７
０
０
人
の
村
に
や
っ
て
き
た
私
は

不
安
で
一
杯
だ
っ
た
。
地
理
も
人
も
わ
か
ら
ず

頼
り
と
す
る
先
輩
も
な
し
。
３
週
間
目
に
交

通
事
故
、
救
急
車
も
な
く
ラ
イ
ト
バ
ン
に
点
滴

を
下
げ
県
病
院
に
搬
送（
は
ん
そ
う
）す
る
が
、

自
分
自
身
が
車
酔
い
し
て
着
く
ま
で
の
時
間
の

長
い
こ
と
。
そ
れ
か
ら
も
外
傷
や
熱
傷
、
小
児

の
熱
性
痙
攣（
け
い
れ
ん
）、
検
死
、
溺
死
、
出

産
、マ
ム
シ
咬
傷（
こ
う
し
ょ
う
）、
転
落
事
故
、

な
ど
内
科
以
外
の
疾
患（
し
っ
か
ん
）に
も
対

処
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
は
治

療
に
当
た
っ
て
い
た
。
夜
中
の
電
話
に
飛
び
起

き
暗
い
夜
道
を
運
転
し
患
者
さ
ん
宅
へ
。
必
要

あ
れ
ば
そ
れ
か
ら
市
内
の
病
院
に
搬
送
。
車
の

フ
ロ
ン
ト
硝
子（
ガ
ラ
ス
）が
凍
り
つ
く
よ
う
な

寒
い
夜
は
つ
ら
か
っ
た
。
し
か
し
、
元
気
で
退

院
さ
れ
て
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
か
ら
お
礼

を
言
わ
れ
た
時
は
、つ
ら
く
て
も
往
診
を
断
わ

ら
な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
ま
た
、
10
年

以
上
前
は
在
宅
で
の
看
取
り
も
多
く
、
２
か
月

〜
半
年
く
ら
い
は
通
い
点
滴
も
施
行
。
患
者

さ
ん
も
家
族
も（
私
も
）満
足
し
た
死
の
迎
え

方
で
あ
っ
た
。
14
年
前
に
母
が
亡
く
な
り
９
年

前
に
主
人
が
亡
く
な
り
、一
人
に
な
っ
た
。つ
ら

く
意
欲
も
な
か
っ
た
が
周
り
の
人
た
ち
の
優
し

さ
や
思
い
や
り
に
心
が
癒
さ
れ
た
。�

　
５
年
前
に
初
期
救
急
を
学
ぶ
機
会
が
あ
り
、

「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」の
教
え
に
従
い
こ

の
５
年
間
ず
っ
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
続
け

て
き
た
。
し
か
し
、
４
年
前
め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き

が
続
き
検
査
。
脳
に
虚
血
性（
き
ょ
け
つ
せ
い
）

変
化
が
あ
り
知
ら
な
い
間
に
血
管
障
害
が
き

て
い
た
。
医
者
で
あ
っ
た
父
は
43
歳
の
時
、
脳

出
血
で
倒
れ
50
歳
で
死
ん
だ
。
昨
年
１
月
に
は

甲
状
腺（
こ
う
じ
ょ
う
せ
ん
）疾
患
も
併
発
、
風

邪
を
ひ
き
初
め
て
３
日
間
寝
込
ん
だ
。
発
熱
、

頭
痛
が
続
く
が
外
来
を
長
く
空
け
る
に
は
い

か
ず
、
体
調
不
良
の
中
の
診
療
は
苦
し
か
っ
た
。

今
は
か
な
り
回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
先
一
人
で
診
療
を
続
け
て
い
く
自
信
が
な
く

な
っ
た
。
医
者
と
い
う
職
業
は
命
に
関
わ
る
仕

事
で
あ
る
。
気
力
、
体
力
が
充
実
し
て
い
な
け

れ
ば
診
断
を
誤
る
こ
と
が
あ
る
。
と
い
う
わ
け

で
、
引
退
を
考
え
た
。
今
年
２
月
12
日
、
出
身

大
学
で
５
年
の
医
学
生
を
対
象
に
地
域
医
療

の
講
義
を
頼
ま
れ
た
。
最
後
に「
25
年
地
域
に

留
ま
り
医
療
を
や
っ
て
き
て
後
悔
は
な
か
っ
た

か
」と
の
質
問
が
あ
っ
た
時
、「
後
悔
は
な
か
っ

た
」と
即
座
に
答
え
た
。
25
年
留
ま
り
続
け
て

き
た
か
ら
こ
そ
医
者
と
し
て
の
自
信
も（
初
期

医
療
だ
け
だ
が
）つ
い
た
。
25
年
も
の
間
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
頼
り
な
い
医
者
で
あ
っ
て

も
地
域
の
方
が
大
ら
か
な
心
で
優
し
く
支
え

て
下
さ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
。
人
間
は
一

人
で
は
生
き
て
は
い
け
な
い
。
ど
こ
か
で
誰
か

の
お
世
話
に
な
っ
て
生
き
て
い
る
。
周
り
の
人

に
笑
顔
で
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
先
も
生

き
て
い
こ
う
。�

　
長
い
間
、
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

美
郷
町
立
北
郷
診
療
所�

所
長
　
横
山
　
永
子�

�����

　
２
月
25
日
、
北
郷
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
平
成
20
年
度
金
婚
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
北

郷
事
業
所（
林
田
敦
会
長
）が
主

催
す
る
こ
の
金
婚
式
で
す
が
、
今

年
度
は
昭
和
33
年
４
月
１
日
か
ら

昭
和
34
年
３
月
31
日
ま
で
に
結
婚

さ
れ
た
北
郷
区
内
６
組
の
ご
夫
婦

が
対
象
と
な
り
、
当
日
は
４
組
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
林
田

町
長
か
ら
、「
当
時
は
高
度
経
済

成
長
期
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦

労
も
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲

良
く
お
互
い
に
思
い
や
り
を
持
っ
て

楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
記
念
品
贈
呈
で
は
、
二
人
の
写
真

入
り
額
と
北
郷
区
特
産
の
ス
イ
ー

ト
ピ
ー
の
花
束
が
会
長
よ
り
手
渡

さ
れ
、
ご
夫
婦
は
少
し
照
れ
く
さ
そ

う
に
し
な
が
ら
も
、
嬉
し
そ
う
に
受

け
取
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。�

�




